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遠賀川河口堰工事は　じ　ま　る

駿％2％綴

人のうこき（謹緒言基）

人　　口　10，314　人　（＋7）

男∴∴∴∴∴生929　　　（＋6）

女　　　　5．385　　（＋1）

世帯数　　2．837　戸　（＋6）

（）内は前月　比

八　七　三　‾　　3月のこよみ
H i］　臼∴∴∴口

二
十
一
日
∴
春
分
の
日

十
二
日
　
放
送
記
念
日

二
十
五
日
　
電
気
記
念
日

全
国
線
化
運
動

桃
の
節
句

消
防
記
念
日

国
際
婦
人
デ
ー
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自転車は、あの角、この角、手前でストップ

同
和
四
十
九
年
六
月
三
日
に
公
職
選

挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
在
宅
等
の

強
度
身
体
膵
害
者
に
も
「
郵
便
に
よ
る

投
票
」
の
途
か
び
ら
か
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
憫
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十

五
日
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
都
改
正

に
よ
り
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

制
度
の
対
象
者
な
ど
が
定
め
ら
れ
、
昭

和
五
十
年
一
月
二
十
日
か
ら
当
該
制
度

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

郵
便
投
票
の
で
き
る
人
の
範
囲

郵
便
投
棄
の
で
き
る
人
、
該
当
者
は
、

身
体
に
重
度
の
陣
皆
の
あ
る
方
で
「
身

体
障
害
者
手
般
」
又
は
「
戦
傷
病
者
手

帳
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に
限
ら

れ
ま
す
。

こ
の
身
体
に
「
重
度
の
閏
薯
」
と
い
う

場
合
の
障
害
の
程
度
は
次
の
と
お
り
で

す。用
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
持
っ
て

い
る
身
体
障
害
者
手
帳
に
①
両
下
肢

又
は
体
幹
の
障
害
で
一
級
又
は
〓
級

と
罷
職
さ
れ
て
い
る
方
。

⑧
心
臓
、
じ
ん
勝
又
は
呼
吸
鵜
の
障

害
で
一
級
又
は
一
－
一
級
と
詩
織
さ
れ
て

い
る
方
。

㈲
戦
傷
病
者
に
つ
い
て
は
、
持
っ
て
い

る
戦
傷
病
者
手
帳
に
①
両
下
肢
又
は

体
幹
の
障
害
で
特
別
項
症
、
籍
一
項

痘
又
は
第
二
項
庭
と
稲
城
さ
れ
て
い

る方。
②
心
臓
、
じ
ん
臓
又
は
呼
吸
器
の
障

害
で
特
別
項
症
籍
一
項
塵
、
籍
二
項

歴
史
は
籍
三
項
庭
と
現
職
さ
れ
て
い

る万。

知
事
の
柾
明
書

交
付
を
受
け
た
手
帳
に
絶
滅
さ
れ
て
い

る
障
害
名
に
よ
っ
て
は
ど
の
障
害
名
に

よ
っ
て
は
ど
の
障
害
で
一
級
や
二
級
な

ど
の
認
定
を
受
け
て
い
る
か
が
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
複
合
症
（
二
以
上
の
障
害
名

が
あ
る
場
合
）
又
は
複
雑
な
病
名
を
諒

賊
し
て
あ
る
た
め
に
、
は
た
し
て
「
郵

便
毀
菓
」
の
該
当
者
で
あ
る
か
手
帳
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
う
場
合
に
知
事
の
証
明
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

こ
の
証
明
は

㈲
身
体
障
害
者
の
勘
合
は
福
祉
部
醇
所

が
発
行
し
ま
す
。

㈲
戦
傷
稀
者
の
場
合
は
県
の
援
護
課
が

発
行
し
ま
す
。

郵
便
毀
票
の
方
法
（
手
続
き
）

の
郵
便
投
薬
証
明
番

郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
郵
便
投
票

証
明
番
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
一
度
交
付
を
受
け
る

と
四
年
間
有
効
で
す
、
大
切
に
保
惜

し
で
く
だ
さ
い
。
選
挙
人
が
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
対
し

て
申
請
し
ま
す
。

申
請
の
方
法
は

選
挙
人
が
自
ら
署
名
し
た
①
申
請
証

（
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
あ

り
ま
す
）
、
⑧
身
障
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
又
は
知
郭
の
証
明
欝
を
添

え
て
申
請
し
ま
す
。
（
こ
の
申
薄
霞

は
郵
便
で
も
、
又
は
代
理
人
が
持
参

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）
選
挙
人
か

ら
由
蘭
が
あ
る
と
選
挙
管
理
委
員
会

は
内
容
を
審
査
し
郵
便
技
票
証
明
評

を
交
付
し
ま
す
。

㈲
投
票
用
紙
・
投
票
用
封
筒
の
請
求

選
挙
人
が
選
挙
管
理
費
民
会
か
ら
郵

便
投
票
証
明
番
の
交
付
を
受
け
る
と

次
に
投
票
用
紙
と
投
票
封
筒
の
交
付

の
話
求
を
し
ま
す
。

こ
の
請
求
の
方
法
は

選
挙
人
が
白
か
ら
雷
名
し
た
①
請
求

書
（
選
挙
傍
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す

）
に
②
郵
便
投
票
柾
明
書
を
添
え
て

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
対
し

て
蘭
来
し
ま
す
。

こ
の
投
票
用
紙
、
投
票
用
封
筒
の
交

付
の
譜
求
は
投
票
日
の
四
目
前
の
日

の
午
後
五
時
ま
で
到
着
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

選
挙
人
か
ら
投
票
用
紙
、
投
票
用
封

筒
の
話
求
が
あ
っ
た
ら
選
挙
管
瑚
委

員
会
は
郵
便
で
交
付
し
ま
す
。

㈲
投
票

投
票
用
紙
と
投
票
用
封
筒
（
内
封
筒

、
外
封
筒
）
の
交
付
を
受
け
る
と
枝

柴
を
行
う
わ
け
で
す
。

①
技
票
の
諒
減

数
粟
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
記
蛾

し
ま
す
。
こ
の
記
載
は
必
ず
自
分
で

代
理
人
や
点
字
に
よ
る
記
載
は
無
効

に
な
り
ま
す
。

⑨
内
封
筒

投
票
用
紙
の
詔
織
が
お
わ
る
と
、
小

さ
い
方
の
封
筒
（
内
針
筒
）
に
入
れ

て
の
り
で
封
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
封
筒
に
は
何
も
か
か
な
い
で
く
だ

さい。

⑧
外
封
筒

次
に
大
き
い
万
の
封
筒
（
外
封
筒
）

の
表
に
投
票
罷
職
年
月
日
、
投
票
記

減
場
所
を
記
入
し
、
投
票
者
氏
名
の

柵
に
は
選
挙
人
本
人
が
必
ず
自
分
で

雷
合
し
ま
す
。
③
の
扱
紫
用
紙
を
封

入
し
た
内
封
筒
を
外
封
筒
に
入
れ
、

の
り
で
封
を
し
ま
す
。

④
毀
粟
の
郵
送

外
封
筒
を
他
の
適
当
な
封
筒
に
入
れ

て
封
を
し
選
挙
管
理
表
具
会
の
委
員

長
に
必
ず
郵
便
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い。こ
の
郵
送
し
た
投
紫
は
枝
葉
日
ま
で

に
選
挙
管
理
委
民
会
に
到
達
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

l
…
÷
ヽ
．
、
．
一
・
．
．
〃
・
．
こ
・
i
1
．
・
．
．
．
、
′
．
．
・
；
′

統
一
地
方
選
挙
の
手
引

斡
旋
に
つ
い
て

選
挙
に
臨
ま
れ
る
万
々
に
選
挙
の
ル

ー
ル
で
あ
る
公
職
選
挙
法
の
親
定
を
実

例
な
ど
利
用
し
な
が
ら
平
易
に
解
説
し

た
手
引
で
あ
り
ま
す
。
購
入
希
盟
の
方

は
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
い
で
く
だ
さ

い。

自
治
省
選
挙
部
嗣
一
部
　
六
五
〇
円

地
方
選
挙
の
投
票
目

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

有
櫛
者
の
み
な
さ
ん
、
四
月
十
三
日

は
県
細
野
、
県
議
会
議
員
選
挙
の
技
累

日
、
四
月
一
一
十
七
日
は
町
長
、
町
議
会

議
貝
の
投
票
日
で
す
。

こ
の
選
挙
は
身
近
か
な
私
達
の
星
活
に

大
き
な
か
か
わ
り
を
持
つ
大
切
な
選
挙

です。
候
補
者
の
政
見
を
よ
く
見
、
よ
く
聞
い

て
み
ん
な
で
明
る
い
選
挙
を
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

戦
没
者
遺
熊
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

次
に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
現
在
、
一
二

万
円
の
特
別
弔
慰
金
が
受
給
で
き
ま
す

の
で
末
請
求
の
方
は
至
急
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
本
年
五
月
二
十
八
日
で
溺
求
期
限
の

時
効
と
な
り
ま
す
。

誼

0
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
迄
に
弔
慰
金

の
受
給
権
が
あ
り
、
脂
和
四
十
年
四
月

一
日
か
ら
撤
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一

日
迄
の
間
に
受
給
権
者
の
死
亡
に
よ
り

公
務
扶
助
料
、
邁
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
者
が
い
な
く
な
っ
た
戦
没
者
の
遺

族

。
講
求
手
続
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
役
場
福
祉
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さい。
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親則正しい生活と親子の対話で非行防止

電
話
に
つ
い
て
のお

願
い

砥
話
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
家
庭
生
活
に
、

か
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す

織
館
公
社
で
は
、
よ
り
便
利
に
雌
話

を
使
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
努
力
を
重
ね

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
砥
話
を
使

う
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

最
近
、
遠
賀
川
地
区
の
館
話
の
か
か

り
ぐ
あ
い
が
漉
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
〇
〇
回
の
う
ち
三
五
回
以
上
が
、

相
手
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

相
手
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
原
因
と

し
て
は
、
相
手
が
話
し
中
、
相
手
が
出

な
い
な
ど
受
け
る
方
に
原
因
が
あ
る
も

の
が
約
半
数
で
す
。

の
こ
り
半
数
が
、
ダ
イ
ヤ
ル
誤
り
や

、
砥
話
の
使
い
方
に
慣
れ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
積
悪
し
て
い
た
だ
き
、

よ
り
便
利
に
椎
譲
を
使
っ
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
前
に
番
号
を
確
か
め

る。
・
ダ
イ
ヤ
ル
は
指
止
め
ま
で
正
雄
に
、

ム
り
に
戻
す
と
聞
遭
っ
て
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
故
障
の
原
因
と
な
り
ま

す。
・
ダ
イ
ヤ
ル
途
中
で
休
み
ま
す
と
相
手

に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

・
ダ
イ
ヤ
ル
後
の
無
音
時
間
は
故
陣
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
機
械
が
相
手
を
さ

が
し
て
い
る
時
間
で
す
。

・
呼
出
音
は
一
〇
回
ま
で
待
ち
ま
し
ょ

う
。
（
約
三
〇
秒
ぐ
ら
い
）

・
相
手
が
話
し
中
の
と
き
は
ニ
ー
三
分

待
っ
て
も
う
一
度
。
す
ぐ
に
ダ
イ
ヤ

ル
し
て
も
ほ
と
ん
ど
つ
な
が
り
ま
せ

ん。
・
北
九
州
、
芦
屋
、
沌
老
津
、
中
間
へ

の
通
話
で
も
市
外
局
番
（
〇
九
三
）

が
必
要
で
す
。

な
お
〇
九
三
－
九
三
一
－
0
0
0
0

で
ス
マ
ー
ト
な
憾
話
マ
ナ
ー
を
案
内
し

て
お
り
ま
す
、
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

（
通
話
料
は
無
料
で
す
）

折
尾
唖
報
岱
話
局
第
一
営
業
課

北
九
州
都
市
背
理
部
第
一
一
運
用
課

世
帯
更
生
資
金
に
つ
い
て

県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
低
所
得

世
帯
を
対
象
に
出
揃
更
生
資
金
の
貸
付

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
宅

（
新
築
を
除
く
）
、
生
薬
、
修
学
な
ど

の
資
金
の
一
都
を
必
要
と
す
る
勘
合
に

は
暗
譜
手
続
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
修
学
資
金
は
三
月
末
日
迄
に

そ
の
他
の
資
金
は
必
要
に
な
っ
た
時
に

申
話
手
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
細
は
、
役
場
廟
堂
練
、
地
膚
民
生

委
員
さ
ん
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
防
署
か
ら
のお

知
ら
せ

聞
知
五
十
年
度
蕃
季
火
災
予
防
運
動

の
実
施
に
つ
い
て

一
、
期
間

聞
知
五
十
年
二
月
二
十
八
日
（
金
）
か

ら
昭
和
五
十
年
三
月
十
三
日
（
木
）

ま
で

二
、
統
一
榎
田

「
生
活
の
一
部
に
し
よ
う
火
の
点
検

三
、
家
庭
で
は
次
の
こ
と
に
つ
い
て
注

意
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

㈲
暖
房
器
具
及
び
暖
房
器
具
の
寵
き
場

は
安
全
で
す
か
。

㈲
老
人
、
幼
児
、
病
人
の
銑
寝
場
所
は

適
当
で
し
ょ
う
か
。

㈲
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
捜
た
ば
こ
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

㈲
消
火
器
は
備
え
て
あ
り
ま
す
か
。

㈲
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
つ
い
て
は
ガ
ス
も

れ
の
な
い
よ
う
に
点
検
し
ま
し
ょ
う

㈲
灯
油
な
ど
の
保
管
場
所
は
火
災
防
止

上
安
全
で
し
ょ
う
か
。

※
〝
火
事
と
救
急
は

遠
賀
郡
消
防
署
二
九
番
へ
〟

所
得
税
の
申
告
と
納
付
は

三
月
十
五
日
ま
で

旧
和
四
十
九
年
分
の
確
定
由
雄
と
納

税
は
胴
和
五
十
年
三
月
十
五
日
ま
で
で

す
か
ら
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
で
、
ま
だ
済
ま
せ
て
な
い
人

は
埠
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

由
佳
部
の
替
き
万
は
、
税
務
署
か
ら
お

送
り
し
て
あ
る
「
確
定
申
告
の
手
引
」

や
「
申
告
密
の
邦
き
万
」
な
ど
に
説
明

し
て
あ
り
ま
す
が
、
な
お
不
明
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
説
誘
客
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
税
務
署
で
は
確
定
申
告
期
間

中
は
、
所
得
や
税
金
の
計
算
方
法
や
、

申
告
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い
て
、
い
つ

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
気
軽

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
り
の
あ

る
申
告
を
し
ま
す
と
、
決
定
や
更
正
の

処
分
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
の
処
分
を
受
け
ま
す
と
、
追
加
の

税
綱
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

な
ど
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
す
る
と
き
は

よ
く
確
か
め
て
、
正
し
い
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
税
務
署
へ
提
出
し
た
人
は

住
民
税
や
蒋
業
税
の
申
告
宙
は
出
さ
な

く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
証
の
住
民
税
や
覇
業
説

の
欄
も
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

次
の
よ
う
な
空
隙
を
受
け
る
人
は
、
確

定
申
告
書
に
支
払
証
明
謡
な
ど
を
添
付

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
用
愁
し
て
く
だ
さ
い
。

用
医
療
費
控
除
…
‥
…
支
払
っ
た
医
漑

費
の
領
収
宮

の
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
…
…

支
払
っ
た
掛
金
の
証
明
龍

㈲
生
命
保
険
料
控
除
・
…

支
払
っ
た
保
険
料
が
一
契
約
九
、

0
0
0
円
を
超
え
る
と
さ
は
、
そ
の
支

払
保
険
料
の
縄
明
智

㈲
損
害
保
険
料
理
除
・
…
‥

支
払
っ
た
保
険
料
の
紙
明
蕾

但
し
㈲
～
㈲
ま
で
の
掛
金
や
保
険
料

で
、
す
で
に
年
末
調
整
の
際
に
給
与

所
得
か
ら
控
除
を
受
け
た
分
に
つ
い

て
は
改
め
て
提
示
や
添
付
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

㈲
住
宅
取
得
控
…
：
ィ
、
建
築
確
認
通

知
密
の
写
し
（
建
築
確
認
が
必
要
で

な
い
家
屋
に
つ
い
て
は
設
計
図
な
ど

の
悲
類
や
、
そ
の
写
し
）

ロ
、
登
罷
鱒
諮
本
や
請
負
契
約
密
、

売
買
契
約
番
な
ど
で
家
屋
の
エ
率

の
着
工
年
月
日
、
購
入
年
月
日
を

明
ら
か
に
す
る
暫
類
や
、
そ
の
写

し
ハ
、
住
民
票
の
写
し
、
た
だ
し
四
十

七
年
、
四
十
八
年
に
こ
れ
ら
の
証

類
を
添
付
し
て
、
こ
の
控
除
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
改
め
て
添
付

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

貸
切
バ
ス
予
約
畷
扱
い
に

つ
い
て

遺
族
会
で
は
、
商
様
方
の
便
宜
を
は

か
る
た
め
、
旅
行
、
研
修
、
遠
足
な
ど

に
利
用
さ
れ
ま
す
貸
切
バ
ス
の
予
約
申

込
み
及
び
費
用
の
受
領
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
必
婆
な
折
に
は
御
一
報
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

緯

o
パ
ス
会
社
名
　
西
日
本
鋏
通
（
採
）

〇
予
約
取
扱
所
　
役
場
厚
生
課
（
遺
族

会
印
務
局
）
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心
配
ご
と
相
識
日
の
お
知
ら
せ

喬
月
二
廿
三
明
一
説
肥
職
、
磐
田
の
場
合
は
来
週
の
）

午
後
一
時
～
四
時
ま
で
　
遠
賀
町
公
民
館

家
庭
の
悩
み
、
交
通
郵
政
の
相
談
な
ど
困
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
ま
す
。
な
お
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
厳
守
を
い

定
期
予
防
接
種
実
施
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

痘
そ
う

実
施
月
日
　
四
月
二
目

場
　
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館

時
　
　
間
　
受
付
　
1
時
約
分
～
2
時

ま
で

接
種
　
2
時
～
3
時
ま
で

※
な
お
当
日
、
新
一
年
生
で
痘
そ
う
及

び
ジ
フ
テ
リ
ア
の
未
接
穂
者
も
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
毎
月
第
三
月
曜
日
の
検
診
の
お
知
ら

せ
会
場
（
遠
賀
町
役
場
保
健
室
）

乳
児
相
談
　
午
前
十
時
～
十
一
時
ま
で

老
人
成
人
検
診
　
午
後
一
時
三
十
分
～

二
時
三
十
分
ま
で

◎
三
種
混
合
予
防
接
種
を
一
時
中
止
い

た
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
、
新
聞
で
ご
承
知
の
よ
う
に

一
月
三
十
日
、
厚
生
省
は
一
二
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
る
疎
放
防
止
の
た

め
、
こ
の
接
種
を
全
面
的
に
一
時
中
止

す
る
よ
う
全
国
都
道
府
県
に
指
示
し
ま

した。

当
町
も
、
児
か
ら
あ
ら
た
め
て
縞
ホ

が
あ
る
ま
で
当
分
の
間
、
三
謡
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
見
合
わ
せ
ま
す

な
お
不
明
の
点
は
役
場
衛
生
係
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

／
i
ヽ
ノ
i
ノ
　
，
　
　
／
●
，
i
l
〝
l
1
1

老
人
憩
い
の
寮
の
利
用
に

つ
い
て

老
人
の
皆
様
の
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
老
人
憩
い
の
家
は
次
に
よ
り
、
楽

し
く
利
用
願
い
ま
す
。

妃

一
、
利
用
時
間
（
時
間
厳
守
）

四
月
－
十
月
は
　
年
前
九
時
～
午
後

五
時

十
一
月
～
三
月
は
　
年
前
十
時
～
午

後
四
時

一
、
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

一
、
付
添
人
が
な
い
と
利
用
で
き
な
い

場
合
付
添
人
は
、
他
の
利
用
者
の
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

付
添
人
は
、
入
浴
は
御
遠
騒
く
だ
さ

い。

一
、
二
十
人
以
上
の
団
体
で
利
用
さ
れ

ま
す
場
合
は
郭
前
に
役
場
福
祉
係
へ

申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
第
一
及
び
第
三
木
熊
田
は
身
体
瞳

害
者
の
一
都
の
万
が
利
用
さ
れ
ま
す

（
ラ
ジ
ウ
ム
鉱
石
入
り
風
圧
に
よ

い、－
町
、
郵
便
局
よ
り
お
知
ら
せ

最
近
「
〒
」
　
マ
ー
ク
の
脱
革
を
付
け

又
は
郵
便
局
か
ら
依
頼
さ
れ
て
き
た
な

ど
と
い
っ
て
、
あ
た
か
も
郵
便
局
と
関

係
が
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
各
家
庭

を
訪
問
し
、
半
ば
強
制
的
に
表
札
を
販

売
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
仕
じ
た
事
例
が
あ

り
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
郵
便
物
を
確
実
に
お
届

け
す
る
た
め
に
郵
便
受
箱
・
浅
札
を
設

置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
客
様
方
に
平

素
御
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
販
売
人

は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
表
札
販
売
会
社
と

も
表
札
販
売
に
つ
い
て
な
ん
ら
関
係
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。

遠
賀
川
郵
便
局
厳

達
∴
讃
　
町
　
長

各
戸
に
郵
便
箱
を
〃

郵
便
物
が
風
に
と
は
さ
れ
、
よ
こ
れ

た
り
し
な
い
よ
う
。

最
近
は
大
型
の
郵
便
物
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
新
聞
も
入
り
ま
す
。
郵
政

省
標
準
規
格
の
堅
ろ
う
優
美
な
郵
便
受

箱
を
ど
う
ぞ
。

一
画
　
∵
．
四
〇
〇
円
　
郵
便
局
に

あ
り
ま
す
。

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
欝
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

絶

故
　
初
激
賞
言
様

（
虫
生
津
）
初
瀬
久
次
放

牧
　
吉
田
英
雄
様

（
別
府
）
　
書
出
正
道
殿

故
　
大
石
シ
ゲ
様

（
着
発
台
）
大
石
敏
夫
放

散
　
白
石
ス
ナ
ヲ
様

（
上
別
府
）
白
石
　
忍
殿

故
　
原
田
テ
ィ
様

（
広
漠
）
　
原
田
菓
紀
夫
放

牧
　
石
川
た
つ
え
様

（
新
町
）
　
石
田
計
数
殿

故
　
繊
田
鶴
三
穏

（
東
町
）
　
織
田
瀧
彰
放

散
　
松
井
　
誠
様

（
尾
崎
）
　
松
井
　
清
政

福
岡
県
青
年
の
船
帰
国

報
告
会
開
催
に
つ
い
て

今
年
も
第
四
同
甫
舞
の
船
が
研
修
を

終
え
て
剃
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
つ
き

ま
し
て
は
今
後
昔
年
の
船
に
乗
船
を
希

望
さ
れ
る
万
、
興
味
あ
る
方
、
ま
た
乗

船
者
の
今
後
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
な
ど

の
た
め
に
、
町
内
の
第
一
回
か
ら
四
回

ま
で
の
乗
船
者
帰
国
報
告
会
を
左
記
の

と
お
り
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
興
味
あ

る
方
は
自
由
に
御
出
席
く
だ
さ
い
。

沼

日
　
時
　
三
月
二
十
五
日
（
火
）
十
九

時
よ
り

揚
∴
所
　
遠
賀
町
公
民
館
　
別
館

内
　
容
　
体
験
発
表

宵
年
の
秘
話
鏡
映
画

王
∴
胱
i
　
認
否
町
教
育
委
員
会

遠
賀
町
営
年
の
船
の
会

※
不
燃
ゴ
、
ミ
糎
大
ゴ
ミ
の
収

集
日
が
次
の
よ
う
に
か
わ
り
ま

す。※
（
不
総
ゴ
ミ
）

〇
第
二
水
曜
日
（
変
更
前
籍
二

土
曜
日
）

※
（
粗
大
ゴ
ミ
）

o
鏡
四
水
曜
日
（
変
要
請
轄
四

土
曜
日
）

遠
賀
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

研
究
会
準
備
委
員
会
開
催
に

つ
い
て

町
内
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ゥ
ン
の
指
導

者
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
不
足
を

解
消
す
る
た
め
の
準
備
委
員
会
を
左
記

の
と
お
り
開
催
致
し
ま
す
の
で
布
製
者

又
は
興
味
が
あ
る
方
は
御
集
合
く
だ
さ

紀

日
　
時
　
三
月
十
八
日
（
火
）
十
九
時

、
よ
h
ノ

場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
（
別
館
）

発
起
人
　
遠
賀
町
島
津
　
矢
野
幸
男


